
合
理

他
　
の
断
－
面

桐
生
織
物
薬
を
中
心
と
し
て

永
　
　
山

武
　
　
夫

序
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昭
和
二
十
八
年
八
月
下
旬
、
棉
生
で
調
壷
し
た
、
中
小
織
物
企
薬
の
勢
働
カ
の
費
態
研
究
の
報
昔
の
一
都
が
、
こ
の
稿
で
あ
る
。

。
　
一
、
こ
れ
は
、
豫
傭
謝
査
で
あ
り
、
主
と
し
て
協
圃
細
合
の
賓
料
と
、
螂
取
リ
、
及
ぴ
桐
坐
で
は
代
変
的
な
綴
醤
の
よ
い
、
内
総
も
の

の
會
泣
一
、
二
の
、
簡
箪
な
試
験
的
調
禿
か
ら
な
つ
て
い
る
〇

　
二
、
衡
態
調
壷
ば
、
．
準
傭
の
眺
來
爽
第
行
う
豫
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
爽
回
に
援
表
し
た
い
と
思
う
。

　
三
、
こ
の
識
壷
は
文
部
省
科
曝
研
究
費
に
よ
る
課
魑
「
勢
働
協
約
」
を
研
究
す
る
た
め
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
理
今
の
勢
資
幽

係
の
稚
移
を
鰯
る
際
に
、
そ
の
染
中
的
爽
現
の
一
っ
た
る
勢
働
協
約
の
賞
態
と
形
態
と
の
塞
を
兇
る
瑚
は
、
一
っ
の
抵
婁
な
乎
懸
か
り
た

る
事
を
失
わ
な
い
。
好
湿
と
不
慨
を
織
り
な
し
つ
ム
、
次
第
に
恐
慌
の
湘
え
流
れ
つ
土
あ
る
か
に
見
え
る
u
本
の
繰
沸
。
そ
の
あ
ら
わ
ル

と
し
て
の
企
棄
合
理
化
、
濁
尚
の
強
化
。
こ
れ
ら
の
．
影
拶
は
、
箭
然
光
の
し
わ
よ
せ
を
巾
小
企
薬
と
、
そ
の
勢
働
者
に
も
強
く
、
き
ざ
み

こ
ま
す
に
ぱ
い
な
い
。
勢
働
協
約
と
い
う
も
の
を
、
爾
來
、
持
つ
て
も
い
な
い
棉
生
の
大
部
分
の
中
小
織
物
企
業
の
斑
態
は
、
そ
の
棚
単

拡
豫
傭
誤
蚕
か
ら
し
て
も
、
右
の
傾
向
を
裏
付
け
て
い
る
。
壕
■
働
基
準
渋
に
翔
定
さ
れ
た
最
低
隙
の
、
勢
働
者
保
麺
も
、
梵
糞
規
定
、
袷

呉
規
定
等
で
侵
に
保
障
し
て
い
る
と
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぼ
失
彊
り
単
な
る
、
形
態
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

醐
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四
、
こ
．
の
預
肛
ヨ
蛮
は
、
筆
者
一
人
で
約
二
日
間
の
短
時
圓
に
行
つ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
、
そ
の
内
容
は
恐
ら
く
、
貸
態
劃
査
の
た
め

の
、
ほ
ん
の
手
懸
か
り
を
得
た
と
い
う
程
度
に
と
じ
ま
ろ
う
。
燃
し
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
迄
行
い
榊
た
の
は
、
櫓
生
在
位
の
友
人
英
他

の
、
熟
心
な
菖
カ
を
得
る
こ
と
の
跳
來
た
お
か
げ
で
あ
る
。

017

二

桐
生
織
物
工
案
の
撮
蘭

　
椙
生
織
物
の
生
産
挟
況
は
、
犬
別
し
て
内
講
と
、
幟
舳
に
分
れ
る
が
、
最
近
の
個
向
は
、
年
を
渡
つ
て
輪
㎜
も
の
が
滅
少
し
、
和
鋤
的

に
内
寵
も
の
が
培
加
し
つ
つ
あ
る
。
内
需
も
の
の
主
な
製
品
磁
別
は
、
楴
類
、
栽
尺
類
、
洋
反
類
で
あ
り
、
幟
洲
も
の
は
、
マ
ソ
ラ
、
ハ

ソ
ガ
チ
、
英
他
が
あ
る
。
そ
の
内
謁
を
昭
和
二
十
七
年
と
、
前
年
と
の
比
較
に
捻
い
て
み
る
と
、
衣
の
逓
り
で
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
凄
　
　
－
　
　
溌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
酋
舳
“
舟
罵
（
一
泣
～
一
旧
泣
）

ヨ
≡

募

■

‘
卑

’

黎 屋

’■｝o‘お
1
一
一
■

ω
舳
■

■

1
’
ゆ s く 、
押 。～ 一P・“

凄

①
鶴 8 ら 盆1 碧
① 葛， 舳

ミ ミ “

一 ≡ 無
1
ω
o
一
～
創
喜

リ
1

周
凸
一
■

雷
団一一、一： c

♪
泣

｛
1
　
　
　
｝
§
1
藁
’
ミ
　
■
　
i
…
｛

■ ～

念 哉≡
一

旧
ミ

泣
’’……’歓§；8．尋・丑ぶ、峻皇良 ）

1一

ヤ

音
、o “ “ 轟
鳥 留 一
一
■
＾

ぎ

章
≡
～
亀
’
！
べ
判
も
！
哉
篭
1

騒
o 8 I 璽
一 o 惑
■ ■ 一
一
■
漂 肯

垣 ヨ 痔
≡
ω
1
●
　
i

1　一　　一

夕 ．～

8 8 Ol
。o ．一 s≡蟄

o　！s り一
．ω “

8 さ

訓
Φ
1
㍉
■
哉

含 遣
お1

一山
」！」． 糞

一■；：「

◎
→
．漂一

鷹1§蓬

．
憂
匡
書
劃
θ
｝
耐
苦

3

　
。
　
量

　
，
1
；
－
　
　
－
」
■
。
‘

心
　
－
　
哉

μ
…
－
－

、
τ

ミ
漂
8
漂

薯
　
　
　
哉

N
　
“

ざ
恵

き
津

栽
　
　
一
　
蟄
　
　
　
哉

　
　
一
　
　
伽
§

鵠
漂

8
恵

ミ
求



Σ
黎
θ
｝
嚢

兼 鵡 副
｛

肩 苅 一
…
…

塑 曹 ！
剃

L1一一一凸一一’ ■’一

一ω

s 8
■
o
、
ω ～

．｝ 戸
ω
蜆
■ →

8
9
；
1
一 8

鼻 ⑰
註

I．ミ堂 墨 廿一 、

一一
呈、

≡

’戸 ・．H

亀
ω　一戸1員 皇

．④

蟹 olo81おI 、

烏1
．
二
s
． 鶉1“
’■’ 」’■’ 嚢
8
、至。

厘雷　　惇星⊥違吐宴克1一’　一一

8
．⑭

一o①
1
～

s
一茎．

戸
H
§
§
l
N
，
　
　
．
　
■
§
§
■
㌔
一
も
；
や
皇
智
1
　
＾
・
‘
一
＝
一
1
－
1

．　　一

⑭㎝
o
o
■

o1o‘“　〇一試“！ポ、ヰ
章
§
1
’
§
1
心
も
㌦
噛
冒
§
1
引
＿
＿
’
‘
＿
＿
＿
一
一
！
一
＿
綱
婁
嚢

’

嚢
一
轟
δ
特
洋
砕
θ

一
’
ト
’
～
～
t
o
～
■
　
　
■
Φ
．
ω
1
・
’
　
1
一
’
｛
o
、
■
　
　
．
o
o
o
■
ω
O
o
｛
o
：
目
：
≡
ヨ
ー

1
■
・
吋
o
㌧
魯
一
畠
冒

0
0
0
1
o
｛
o
，
6
0
一
　
　
■
o
o
，
き
8
1
　
　
1
萎
§
山
一
一
一

■
1
一
へ
o
o
も
章
§
室
一
蟹
ま

堅
セ
1
－
I
「
；
柵
I
蔓
一
’
一
椋
’
痔
1

i

H；一03ζ）｛＝o，ま’“

ω
｛
“

壮
ω
黒

認
黒

（
む
序
驚
書
蔓
ヨ
血
岡
砂
螢
）

・
　
7
11

　
こ
の
第
一
爽
の
賓
料
を
作
峻
し
た
桐
生
織
物
協
同
組
含
調
査
課
の
曽
に
よ
れ
ぱ
、
幽
和
二
十
八
年
度
の
七
月
迄
の
推
兜
は
、
輸
…
川
が
金

癩
三
と
す
る
と
、
内
需
七
の
翻
合
で
あ
り
、
平
芳
ヤ
ー
ル
に
し
て
、
輸
醐
六
十
五
に
封
し
、
内
舗
三
十
五
の
比
率
拒
示
す
と
雷
う
。
か
く

．
て
、
第
一
表
に
捨
い
て
も
、
輪
閥
、
内
総
の
比
率
は
、
昭
和
二
十
七
年
塵
と
＾
そ
の
前
年
と
で
は
、
前
者
に
お
い
て
七
十
四
鋤
二
十
六
、
■

後
者
に
拾
い
て
七
十
八
鐵
二
十
二
、
金
額
に
お
い
て
も
、
前
着
囚
十
勢
穴
十
で
あ
る
の
に
、
後
者
は
五
十
三
謝
四
十
七
で
あ
り
、
そ
れ
に

II7
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今
年
度
の
撞
定
を
加
え
れ
ぱ
、
桐
生
の
織
物
の
年
間
邊
生
産
商
の
う
ち
、
噛
出
と
内
需
と
の
比
率
は
、
そ
の
生
蕾
量
に
油
い
て
も
、
金
額

に
お
い
て
も
躯
・
を
遣
つ
て
、
内
需
に
重
魅
が
お
か
れ
つ
つ
あ
谷
現
扶
で
あ
る
。

　
更
に
、
魑
動
盤
の
繭
で
も
、
昭
和
二
十
七
年
度
ば
前
年
に
勘
比
し
、
■
輸
閉
品
で
生
産
姓
に
お
い
て
二
％
の
滅
少
を
示
し
、
金
纐
で
爪
％

の
減
少
と
な
つ
て
い
る
。
叉
内
需
は
、
前
年
に
く
ら
べ
、
十
九
％
の
生
産
埼
で
あ
り
、
金
癩
の
繭
で
ば
、
三
十
六
％
の
埼
加
を
示
す
。
こ

れ
は
、
あ
る
程
産
、
蟻
閥
の
不
振
を
物
語
つ
て
お
ク
、
そ
牝
を
内
鴇
の
繭
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
想
惚
さ
れ
る
。

　
稔
醐
品
周
の
中
で
は
、
人
絹
マ
フ
ラ
ー
、
人
縄
ハ
ソ
カ
チ
ー
フ
が
、
和
當
都
分
を
示
し
て
お
ψ
、
こ
れ
を
ヤ
ー
ル
救
に
す
れ
ぱ
、
爾
新

の
合
計
生
産
高
八
に
謝
し
、
他
の
主
要
翰
湖
品
目
（
第
一
表
参
熈
）
ば
二
の
翻
合
で
あ
る
。
叉
金
額
の
鱗
で
も
、
断
二
噺
が
六
で
、
後
箭

ぼ
四
⑫
比
牽
と
な
る
。
昭
和
二
十
八
年
度
も
同
じ
傾
向
で
あ
り
、
六
月
一
ケ
月
を
と
つ
て
み
れ
ぱ
輪
蝸
向
組
生
産
斑
一
九
二
万
卒
方
ヤ
ー

ル
の
う
ち
、
マ
7
ラ
ー
淀
け
で
、
一
一
〇
万
卒
方
ヤ
ー
ル
と
、
そ
の
過
牛
籔
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
翰
閉
品
目
の
藪
婁
榔
面
で
あ

る
マ
フ
ラ
ー
や
、
〈
ソ
カ
チ
ー
フ
の
捻
尚
償
格
は
、
飾
者
が
単
位
常
り
、
前
年
比
約
二
十
七
％
σ
値
下
が
り
で
あ
り
、
後
者
ば
同
じ
く
約

二
十
〆
の
僖
下
が
り
で
あ
る
。
．
然
ゐ
に
マ
フ
ラ
ー
の
如
き
は
、
前
年
比
、
一
五
完
の
生
産
補
で
あ
り
、
ハ
ソ
カ
ヌ
ー
フ
に
し
て
も
、
同
じ

く
僅
か
穴
〆
し
か
、
そ
の
生
産
は
減
少
し
て
い
な
い
。
－

　
右
の
よ
う
な
、
人
絹
マ
フ
ラ
ー
、
人
絹
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
等
を
主
と
し
て
生
産
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
、
織
糧
の
讐
、
大
鰻
二
、
三
疫
か

ら
十
蔓
前
後
の
、
し
か
も
性
能
の
悪
い
安
慣
な
筒
機
を
有
し
て
い
る
零
紬
糧
家
で
あ
り
、
旦
、
そ
の
和
當
部
分
が
、
巾
間
搾
取
を
強
い
ら

れ
て
い
る
賃
捜
家
で
あ
る
專
を
想
う
時
、
噺
銅
、
合
理
化
が
、
如
何
に
か
か
る
宥
紬
貨
機
家
に
も
し
わ
よ
せ
さ
牝
、
叉
そ
こ
で
働
く
勢
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
）

宕
逢
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
て
い
る
か
が
撞
定
さ
れ
る
。

　
誰
　
『
固
取
リ
」
に
よ
れ
ぼ
、
か
か
る
弓
籔
讐
糞
家
は
多
く
、
厩
k
生
産
し
て
い
て
叱
普
適
の
場
含
赤
字
で
方
リ
、
そ
れ
を
趣
労
饒
、
例
え
ぱ
脂
仁
し
て

　
　
い
る
女
工
は
、
．
聾
旧
十
二
時
同
o
か
せ
・
夜
同
十
二
陣
固
は
自
家
努
○
で
担
繊
を
檀
勤
さ
せ
、
二
十
図
時
固
フ
ル
に
絵
む
を
醐
か
ナ
幽
。
休
目
は
、
棚

217
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衝
規
槙
が
大
暮
い
（
螢
坦
五
十
三
繭
後
）
工
場
で
さ
え
、
ハ
ニ
固
の
砲
俳
n
以
外
は
、
こ
れ
を
般
い
て
い
な
い
。

　
彼
G
、
零
■
旭
貝
o
渠
者
は
、
そ
の
艘
幻
し
て
い
る
蟻
o
の
性
皿
が
低
虞
の
た
め
、
商
叙
な
内
需
向
け
本
仁
沼
と
か
、
名
古
景
裕
讐
を
、
り
く
，
え
な

　
い
。
従
っ
て
上
逃
の
如
く
、
マ
フ
ラ
i
、
　
ハ
ソ
カ
テ
ー
7
讐
が
、
そ
の
む
段
注
下
げ
ら
れ
、
且
原
糸
O
橘
が
、
汰
節
に
上
昇
ナ
る
と
い
う
板
扶
み
后
あ

　
　
　
　
　
、
’

　
え
ぼ
、
な
お
一
口
、
肉
－
を
硲
使
ナ
る
ヒ
と
に
よ
つ
て
、
コ
ス
ト
を
さ
げ
軍
位
営
リ
岱
か
な
利
幅
を
量
に
よ
つ
て
沌
な
り
て
ゆ
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
o

　
　
省
一
、
尋
口
寅
甘
誰
＾
の
墳
息
の
研
完
は
、
次
の
父
賞
臼
査
に
お
け
ろ
主
婁
礫
團
で
あ
る
。

椙
生
の
償
物
工
場
の
籔
は
前
記
調
杢
課
の
詞
べ
に
よ
れ
ぱ
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
現
在
で
家
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

誰
　
左
の
表
に
肚
小
俣
（
二
十
童
工
場
）
菱
（
童
十
八
工
場
）
竜
拠
囲
（
十
五
工
場
）
・
共
他
（
九
工
掛
）
を
合
ま
な
い
。

　
’

雷
を　こ

佳の
せ銘
て　二

い表
る　　、

o（2）

一　の
三　う

○ち
音　、

迄三
の〇
三〇
工■
岨　　拾

（鋳二葵）’

ω挺莱負醐靱工場籔
　3人迄＝・一178工蝪．

5．．一．．一197

10　　　　。一．、、．264　　・

15　　　一．．。。．86

20　　…．47
30　　　・・・…　57

40　　　．一。一．。19

50　　　一．．“一16

60　・・・…　5

刊人迄…・・3工場
80　　一．．・・一2

90　　＿一一1

100　　　・1

112　　　・1

141　……1
命奮f　　878二1二場

工体止．．竺工夢

櫨射　蝸工場

50蚕童…．．。一一．2］＝：場

60

70

80

90

100

130

150

200

300

・・。・・一3

一・一…1

・・・…4

・・・…　1

・．。・．．1

…．3

……1
邊計釧5工場

②）設鰯棊藪瑚工場重
、　3祭セ≡；・・・…　78］：場

　5・・・…296
10　　　・・・…428

15　　　．一．“　89

20　　　．．。．65

25　　．．、．．26

30　　　…12
35，　　　　　8

40　　　．、．　8

45　　　　　4

　
　
　
　
三
〇
〇
■
迄
と
云
う
工
場
は
口
式
な
織
機
を
設
術
し
て
拾
り
、
旦
現
在
は
、
或
る
大
阪
の
商
塾
宵
肚
に
経

ニ
ニ
O
音
迄
の
一
ニ
エ
場
の
う
ち
、
一
工
場
は
蟹
担
し
、
　
一
工
場
は
工
貞
管
理
、
一
工
場
は
地
方
銀
行
が
管
理
し
て
い

317



蜘

る
。
、
一
〇
〇
■
ぴ
一
工
易
、
富
虐
の
饅
讐
な
竈
斤
。
九
〇
■
迄
の
工
場
は
銀
行
皆
理
。
八
O
■
迄
は
、
二
つ
が
銀
行
士
商
事
臼
肚
の
管
理

下
に
あ
り
、
他
の
ニ
エ
場
が
操
業
を
繊
行
。
七
〇
讐
迄
の
一
工
場
は
不
明
。
六
〇
症
迄
の
三
工
場
は
、
一
つ
が
分
散
、
他
の
二
つ
は
、
共

に
銀
行
管
理
。
以
上
の
よ
う
に
禰
生
と
し
て
は
大
親
櫨
な
、
織
物
工
場
の
う
ち
、
六
十
警
以
上
の
繊
徴
兇
有
す
る
工
場
の
う
ち
で
、
縄
衡

の
簑
全
な
も
の
は
、
現
在
十
四
工
場
の
う
ち
一
僅
か
に
、
三
、
四
工
場
を
此
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
設
備
薮
蚊
、
十
聾
前
後
乃
蚕
そ
れ

以
下
の
零
麹
工
場
も
、
そ
の
設
備
概
械
の
僅
式
氷
こ
と
と
和
俵
つ
て
．
曹
し
い
避
管
を
し
て
い
る
か
に
推
冠
さ
れ
る
。
雄
つ
て
棉
生
の
織

物
に
閨
し
て
ば
、
そ
の
最
適
轟
蟹
規
襖
は
、
四
、
五
十
荘
前
後
の
鼓
筒
疫
は
を
有
す
る
中
流
工
場
の
閲
に
求
め
ら
れ
る
。

　
頁
に
謁
査
課
の
謁
べ
に
よ
れ
ぱ
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
現
在
、
椙
生
の
織
物
工
場
勢
働
者
の
触
籔
は
、
男
子
　
一
、
八
〇
二
人
、
女
子
、

七
、
〇
七
九
人
、
合
計
八
、
八
八
一
人
。
こ
の
う
ち
牛
農
の
蒙
庭
を
持
つ
勢
働
者
は
約
十
■
、
叉
工
場
の
寮
そ
の
他
に
仕
込
ん
で
い
る
者
は

的
二
〇
％
位
と
い
う
。
平
断
年
齢
は
、
女
子
工
員
、
二
四
・
五
茂
、
甥
子
工
員
、
二
八
・
九
旗
。
こ
れ
ら
の
籔
字
は
、
十
大
紡
の
如
き
、
大

勘
竈
企
彙
の
努
働
者
が
、
女
手
に
お
い
て
は
約
九
〇
％
が
嵜
宿
舎
生
活
を
し
、
兜
工
の
場
合
で
も
約
五
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
事
賞
、
．

雫
均
年
蛉
は
、
女
子
工
員
が
二
〇
茂
、
男
子
工
員
が
二
九
厳
と
い
う
事
賞
、
と
劃
比
す
る
と
き
、
掲
坐
の
巾
小
織
物
企
葉
が
」
そ
の
職
エ

リ
巣
湊
と
し
て
、
・
緑
古
、
張
紙
を
主
と
す
る
の
と
含
せ
て
、
如
何
に
大
企
業
と
、
そ
の
勢
働
力
梢
成
、
労
働
力
給
漉
等
を
異
に
し
て
い
る

1
　
　
　
　
　
　
（
陛
）
1
．

か
が
撞
祭
さ
れ
る
o

417

籔
2

薗
困
口
治
芽
「
饒
家
躰
占
費
本
主
蟹
下
の
○
讐
産
兼
」
讐
照
。

．
｝
肪
口
劣
○
者
忽
α
に
占
心
る
遡
動
者
の
割
ム
u

昭
和
ニ
ニ
隼
二
月
男
子
五
二
・
六
％
、
女
子
九
・
五
％
計
－
五
・
五
％
、

＾
右
若
－
ニ
ハ
頁
）

．
葡
仙
棚
岨
酬
從
誰
洲
貝
の
吋
†
均
年
蛛

昭
和
…
奉
二
月
男
手
、
至
子
六
％
、

女
子
、
一
〇
・
九
％
、
趾
一
七
・
O
％



　
　
　
男
子
工
艮
二
九
・
二
七
食
、
女
子
工
坦
二
〇
・
O
O
歳
（
同
看
二
五
．
皿
）

　
　
　
3
．
｝
乗
穿
○
カ
蛤
竈
■
係

　
　
　
口
薗
に
比
し
「
一
蟹
に
遺
い
地
方
か
ら
の
出
身
率
が
泊
じ
近
在
の
出
身
章
が
地
し
て
は
い
る
が
、
な
お
全
工
島
、
史
工
蚊
の
蔓
分
の
一
近
｛
を
占
め

　
　
　
る
近
讐
で
肚
九
州
（
虜
昆
島
）
中
部
＾
済
藺
）
か
ら
、
中
部
（
東
む
）
で
肚
東
北
、
北
膣
か
ら
、
北
隙
で
は
中
都
（
薪
邊
）
か
ら
、
凹
東
で
は
東
北
、

　
　
　
北
峻
、
中
部
か
ら
、
中
園
で
肚
九
州
、
．
四
國
加
ら
と
い
う
よ
う
に
口
蔚
か
ら
の
寡
艶
地
堅
と
の
繕
ぴ
っ
書
は
依
然
と
し
て
彊
固
な
も
の
が
あ
る
o
」

　
　
　
　
＾
同
右
一
五
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
身
o
カ
藩
源
地
は
全
国
的
で
あ
る
。
，

　
　
桐
生
の
織
物
工
場
の
場
合
は
、
そ
の
自
宅
通
勤
の
匝
倒
的
多
籔
や
、
募
典
方
法
か
ら
し
て
も
、
そ
の
勢
働
カ
給
源
地
ば
、
梱
坐
市
内
、

　
な
ら
ぴ
に
、
通
勤
可
能
な
程
度
の
近
在
に
大
般
限
ら
れ
て
い
る
事
が
分
る
。
こ
れ
は
贋
樋
な
募
奥
費
用
に
か
け
る
貨
箔
を
、
小
規
襖
な
経

　
昏
が
負
い
老
れ
な
い
こ
と
と
、
牛
農
の
努
働
者
が
総
籔
の
十
％
と
い
う
よ
う
に
背
か
ら
の
偉
統
あ
る
機
薬
地
と
し
て
桐
生
市
及
ぴ
そ
の
閥

■
邊
工
場
努
働
者
の
家
塵
が
、
需
要
に
略
充
嘗
す
る
程
度
に
在
使
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ぼ
叉
反
面
、
織
機
婁
救
の
塙
加
と
こ
れ
に

　
件
う
努
働
謡
要
の
埼
加
の
場
合
、
供
給
両
の
揮
力
性
が
乏
し
い
事
と
、
平
均
賃
金
の
低
い
こ
と
（
後
逮
）
か
ら
し
て
、
該
地
域
内
か
ら
肚

　
含
的
螢
働
人
口
を
堵
切
せ
し
め
る
。
乃
ち
女
子
の
家
事
稚
事
者
や
、
老
齢
者
迄
が
、
勢
働
カ
と
な
つ
て
登
場
す
る
。
こ
れ
が
桐
生
の
勢
働

　
者
＾
特
に
女
子
工
貝
）
の
雫
均
年
令
が
、
犬
紡
績
企
業
に
比
し
て
商
い
砺
以
で
あ
ら
う
。

；
　
試
騎
的
調
査
（
A
倉
杜
）

121

　
今
回
の
豫
蘭
調
壷
の
一
遇
と
し
て
、
桐
生
で
は
そ
の
醤
業
成
蹟
の
良
好
な
部
類
に
口
す
る
二
っ
の
會
雌
の
徹
態
を
調
蛮
し
た
。
そ
の
規

模
は
繭
武
共
略
同
壕
で
あ
り
、
A
會
肚
1
の
方
は
商
級
な
、
蘭
召
、
掃
地
等
を
一
貫
作
糞
で
生
産
し
て
い
る
内
藷
専
間
。
篶
會
肚
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、

外
に
ネ
ク
ク
ノ
等
も
つ
く
る
擾
讐
だ
け
の
含
武
。
二
の
雨
者
の
場
含
に
お
い
て
も
弊
働
事
欄
は
、
犬
企
業
に
比
し
て
も
、
叉
そ
の
他
の
主
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吻

・
要
産
糞
に
比
し
て
■
も
、
芳
ぱ
し
く
は
な
い
。

　
A
ウ
泣
。
蛙
職
直
後
に
再
開
素
し
て
お
り
、
設
立
は
古
く
、
五
十
牛
の
艇
奥
を
持
っ
て
い
る
。
資
本
金
は
五
十
萬
圃
。
た
淀
し
再
開
以

來
む
費
し
て
い
な
い
。
工
場
は
敷
地
五
〇
〇
蝉
、
織
工
場
は
九
〇
埣
と
二
〇
埣
の
ニ
ケ
断
、
染
工
場
六
三
坪
（
乾
操
窒
、
ボ
イ
ラ
ー
窒
を

含
む
）
糸
繰
場
皿
O
埣
、
倉
庫
一
八
坪
、
事
務
所
二
一
坪
、
分
工
場
五
〇
塀
、
そ
の
他
に
休
忠
場
ニ
ハ
坪
が
あ
る
。
、
繊
槻
灘
救
は
、
九
〇

坪
の
工
場
に
三
二
塞
、
二
〇
塀
の
工
場
に
二
一
産
、
計
四
四
蜜
中
稼
働
蓬
籔
は
三
六
産
。
職
工
の
艘
救
は
穴
九
人
、
内
奥
二
二
名
。
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
1
）

昆
五
名
。
製
品
は
主
と
し
て
縄
紋
御
召
、
薪
御
召
、
な
ら
び
に
掃
等
。
見
産
額
は
前
紀
生
産
設
備
の
外
に
常
時
経
醤
し
て
い
る
賃
織
機
三

五
盗
の
生
産
額
も
合
め
て
、
二
、
O
O
O
反
前
後
。
設
僚
讐
籔
に
比
し
て
職
工
の
鞍
の
多
い
の
は
、
染
色
工
場
等
も
有
し
て
、
一
貫
作
薬

を
行
う
た
め
で
あ
る
。

　
職
工
の
う
ち
、
椙
生
市
在
佳
者
は
江
二
名
と
多
籔
を
占
め
、
そ
の
他
は
、
市
外
菱
村
一
四
名
、
市
外
河
内
村
四
名
、
梅
囲
村
二
名
で
あ

る
』
こ
の
う
ち
男
工
五
人
、
女
工
一
人
寄
宿
舎
に
入
り
、
他
は
す
ぺ
て
通
勤
で
あ
る
。
鼻
瞳
は
小
皐
校
率
業
三
八
名
と
牛
籔
、
商
等
小
鼻

按
卒
藁
は
十
三
名
、
翻
制
中
鼻
核
卒
薬
一
八
名
。
卒
均
年
令
は
女
エ
ペ
ニ
八
・
八
六
歳
、
奥
工
二
六
・
六
歳
。
女
工
の
方
が
卒
均
年
令
は
上

で
あ
つ
た
。
政
衝
別
で
ば
、
徴
布
工
四
〇
名
、
．
整
艦
工
七
名
、
．
糸
操
工
八
名
、
管
蜷
工
六
名
、
樹
城
保
全
工
四
名
、
捻
養
工
三
名
、
ボ
イ

ラ
ー
マ
ン
一
名
。
紅
籔
六
九
人
の
う
ち
、
そ
の
⑧
工
の
家
塵
が
疫
地
を
所
有
し
て
い
る
者
は
二
名
。
藺
工
の
牛
均
賃
金
は
、
男
工
七
五
〇

〇
・
二
〇
固
、
女
工
四
九
七
八
・
二
二
固
（
安
料
は
、
営
會
雄
の
昭
和
二
十
八
年
六
月
の
賃
金
讐
帳
よ
り
作
成
）
。

　
　
叉
彼
等
咬
工
の
最
近
の
挟
動
日
籔
は
左
表
の
遍
り
で
あ
る
。
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1蟹

の
含
肚
の
戯
糞
時
間
共
他
o

　　筑　　三　　表

A曾匿鵬と近一ケ年の鉄藪旧～

昭和
27年

；月1緒2日13日141ヨ15日16円1　7口以上

28宰

・・一・・人1・

・・1…

τη引’；

・！…

、∵

11

1・

1I

　1

　　｛

　　…

’・1

　　．1

1酬・人（ガン）

127日1人（ガソ死亡）2岬1人（肋漠）

1伽・人（棚）榊・人（搬と繍）

i26日、1人（濠轡鹸…）

・1・・！31．1．、

一巾1・1．二N
・1・・可；阯1、

巾【…1’；・「・1

」7’’

29日1人（溝黛）

　126日1人（中耳炎）
…　」　　　　　　　．一　　．一　　　・　　　　　＿’一＿．一
　17’’自’11自苓1入S一自12臼各1入（塑由’

　1不卿
・1・・1．‘」■・1

・！・・グ・1’山■ゾ’

・1・・1・1・・1

1…・燭幾製幽えα幕鰯1
1・1・帥日i・圓・・賂・人（麟不鯛カ．

1・1・日・人・1肌人（融棚）

価考楽當含帝土は9ハ決算のため軽｛寵‘よ10ハよリ使ハ1出來喀召和27年9月は～F里日

※（）内は蛛動の理曲
※1ケハ4日以上の峡動は連休が多い
楽この毅は営會馳の出動爽よリ作成

？I7



㎜

・
茂
簑
規
則
で
は
、
從
簑
員
の
饒
務
時
間
は
始
藁
年
前
八
時
、
帖
糞
午
後
五
時
、
休
憩
、
牛
前
、
牛
後
缶
十
分
闇
、
亜
牛
卿
十
分
間
（
第

三
倹
）
で
あ
る
が
、
宣
康
は
操
業
閑
始
牛
前
七
時
三
十
分
、
悠
糞
牛
後
穴
時
、
讐
休
十
二
時
－
一
時
、
中
休
三
時
i
三
時
牛
（
但
し
織
場

は
中
休
十
五
分
）
で
あ
り
、
隔
日
に
平
均
一
人
一
時
間
の
残
薬
を
す
る
（
残
業
手
當
は
劃
一
に
一
時
閥
約
二
五
幽
）
。
中
休
時
は
織
場
以
外

の
主
と
し
て
勢
工
重
勢
働
者
に
ぼ
、
コ
ッ
ペ
パ
ソ
、
サ
ツ
マ
イ
そ
等
の
オ
ヤ
ツ
を
醐
す
。
休
H
は
就
業
魁
則
に
よ
れ
ぱ
、
1
．
ω
旧
職
日

（
叉
は
電
体
同
）
圏
民
醜
祭
庄
に
繰
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
②
年
末
年
始
（
十
二
月
三
十
一
日
－
翌
年
一
月
一
、
二
、
三
日
）
。
⑧
盆
休
（

八
月
十
五
圓
パ
八
月
十
六
日
）
2
．
前
項
の
休
日
は
薬
務
の
都
合
上
戯
棄
せ
し
め
休
日
か
振
替
え
る
事
が
あ
る
。
3
．
前
．
項
の
休
H
振
耕

は
休
日
が
四
週
を
蚤
じ
閑
日
を
下
ら
■
ぬ
様
行
う
も
の
ピ
す
る
（
第
六
蜂
）
。
賞
際
に
は
、
月
二
回
の
毘
休
日
を
休
日
と
し
、
阯
畷
休
そ
の

他
は
拡
い
。
そ
の
外
、
一
月
一
日
－
三
日
“
八
月
十
五
、
十
六
8
、
七
凡
二
一
、
二
二
日
（
腫
園
祭
）
、
　
十
一
月
二
十
口
頃
の
恵
比
狽
講

の
休
圓
と
以
上
で
あ
る
。
恵
比
狽
講
と
元
旦
の
年
二
圃
依
會
肚
が
金
從
業
員
に
振
舞
を
し
、
替
の
固
瞬
り
と
、
秋
の
一
洲
と
、
年
二
固
乃

親
睦
族
行
が
あ
る
。
擦
の
族
行
費
用
ぱ
會
耐
持
ち
、
秋
は
從
業
員
と
班
用
折
牛
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
に
ば
賃
機
工
場
の
撚
糞
員
も
参
加
す

＾
浬
2
）

る
o

　
A
會
肚
の
稻
利
厚
生
施
設
醐
係
は
、
會
雄
の
規
模
の
小
さ
い
事
に
よ
る
が
、
概
し
て
貧
弱
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
で
も
、
桐
坐
金
嗣
と
し

て
は
上
位
を
占
め
る
。
寄
宿
舎
は
、
八
帖
、
六
帖
の
二
間
で
普
段
は
休
憩
研
蒙
…
川
で
あ
り
、
現
在
奥
工
五
人
が
寄
宿
し
て
い
る
。
女
工
一

人
女
中
三
人
は
寄
宿
舎
を
利
用
せ
す
、
家
族
と
同
屠
で
あ
る
。
違
励
施
設
と
し
て
は
、
バ
レ
ー
、
テ
呂
ス
（
磐
…
州
）
、
野
球
述
典
一
式
、
セ

ソ
ポ
ン
．
場
等
。
染
色
、
ボ
イ
ラ
ー
等
に
從
事
す
る
磐
働
者
の
た
以
に
着
替
え
よ
う
の
衣
類
箱
が
一
五
、
六
ケ
州
意
さ
牝
て
い
る
。
風
呂
場

一
ケ
噺
。
衛
生
安
金
闘
係
ば
、
救
急
箱
の
僚
え
つ
け
淀
け
。
衛
生
管
理
者
は
、
事
務
員
が
一
名
無
職
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
以
上
ム
含
肚
の
簡
軍
な
ま
描
で
あ
る
。

　
誼
－
　
仰
＾
邊
三
置
こ
泳
常
時
こ
れ
を
使
用
し
て
抽
リ
、
こ
の
・
曾
雄
の
縫
誉
す
る
仰
＾
狽
瑛
は
＾
會
鮒
ゾ
専
周
で
あ
つ
て
、
輪
ん
ど
他
に
は
興
姑
を
脳
、
、
な
い
。
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ζ
の
三
五
整
を
六
寄
が
受
け
持
ち
、
伏
w
山
次
の
撮
渕
ξ
敦
と
勢
働
北
刷
の
勲
は
准
爽
の
一
週
口
で
あ
る
o

蟹家名1蟻oこゴ 従簑貝籔

＾ 9昌
・・名（塞講名）

B 8 ・・名（塞講名）

C 12 13名

D 2． 2名（家族努饒）

E 2 2名（ ”　）

F 2 2名（ ”　）

蕩
蟻
貝
も
合
ま
れ
て
．
い
る
の
で
、
噴
工
の
平
均
貨
全
は
、

　
　
　
こ
の
貨
痕
家
に
は
、
岨
肘
の
冊
敏
淀
を
し
、
港
箱
に
ま
で
こ
し
ら
え
て
、
作
＾
糧
に
…
川
寸
一
〇
希
貨
蟹
察

　
　
の
畿
担
は
、
そ
れ
一
そ
れ
の
所
省
で
あ
リ
、
そ
こ
の
岨
㎜
仰
＾
を
A
倉
一
肚
が
＾
目
担
す
る
。
そ
の
支
抑
口
は

　
　
藺
家
坐
産
の
場
含
の
捗
貨
の
的
倍
旧
で
あ
リ
、
貨
邊
家
は
そ
こ
か
ら
必
翼
な
一
切
の
雛
飽
躯
、
原
・

　
　
偏
む
却
、
擦
仰
＾
・
、
税
金
綜
を
｛
曳
＾
堀
い
、
且
、
・
《
れ
ぞ
れ
の
山
尿
帆
…
を
縫
性
竹
す
る
こ
と
に
な
る
。

滋
2
　
A
肯
肚
の
体
H
割
腿
は
、
そ
の
賞
藤
に
抽
い
て
、
勢
塾
法
に
蓮
め
る
埴
低
基
準
以
下
で
あ
る
。
給

　
　
牝
水
準
も
、
蕨
策
別
に
見
て
紡
織
㎜
係
産
誰
の
貨
全
肚
僚
位
に
あ
與
、
然
も
そ
の
中
で
、
＾
合
枇

　
　
の
永
埠
は
金
織
楠
産
糞
の
牢
均
水
準
よ
リ
下
固
わ
る
と
云
う
低
水
準
に
あ
る
o
　
（
こ
れ
は
桐
此
織

　
　
物
臼
ム
出
蟹
に
っ
い
て
も
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。
m
一
み
に
…
羽
生
の
岨
榊
物
縦
苧
藁
從
推
一
…
貝
の
平
均
仰
＾
ム
ー
は

　
・
男
、
七
八
〇
五
咽
、
女
、
五
七
一
二
㎜
で
あ
る
。
1
徽
記
詞
提
鰍
邊
べ
1
但
し
、
こ
の
蛍
箏
は
箏

　
　
　
　
　
こ
れ
よ
リ
更
■
に
下
ま
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
試
験
的
調
査
（
B
禽
祉
）

　
B
膏
就
も
、
A
會
就
と
同
じ
く
、
そ
の
操
業
の
腱
臭
は
古
く
、
規
検
も
職
前
は
比
較
的
大
き
か
つ
た
。
軸
時
巾
、
一
時
解
馳
し
、
悠
職

後
昭
和
二
二
年
八
月
に
費
本
金
一
〇
〇
萬
則
を
も
つ
て
杵
開
し
た
。
敷
地
は
一
、
O
O
O
排
、
工
場
は
二
六
三
坤
（
織
場
と
、
糸
繰
、
術

稽
、
整
隷
等
の
碓
鰯
作
薬
端
等
を
舎
む
）
、
窺
務
蜥
、
■
緒
猫
舎
討
一
閑
三
杵
で
あ
る
。
繊
構
竺
二
九
蕪
あ
り
、
金
部
稼
動
し
て
い
る
。
臓
工

四
六
名
、
う
ち
勇
工
穴
名
。
事
務
職
員
ば
雄
長
以
下
兜
四
名
、
女
二
名
。

　
生
産
品
圓
o
イ
、
■
脚
　
ネ
ク
ク
イ
布
地
、
ガ
ウ
ソ
地
（
交
織
）

　
　
　
　
　
　
　
口
、
内
竈
　
人
絹
㌍
召
、
名
古
屋
掃

91？



雌
　
月
産
。
イ
、
四
、
O
O
O
ヤ
ー
ル
■
（
釣
三
、
五
〇
〇
苧
方
ヤ
i
ル
）

　
　
　
　
口
、
　
一
、
O
O
O
反
（
約
五
、
O
O
O
卒
方
ヤ
ー
ル
）

　
賃
鐵
。
最
も
多
く
使
用
す
る
時
で
二
〇
蔑
位
、
卒
均
七
、
八
産
。
借
入
金
ば
約
二
九
〇
萬
則
（
こ
れ
依
長
蝪
借
人
）

　
軸
工
の
う
ち
、
二
十
籔
名
は
貞
宅
よ
り
滋
鋤
、
寄
宿
禽
を
利
用
し
て
い
る
も
の
阯
、
男
工
三
人
、
女
工
一
五
人
、
計
一
八
名
で
あ
る
。

A
含
馳
に
比
嘆
す
る
と
寄
宿
人
の
磁
が
若
干
歩
い
が
、
こ
の
勢
働
者
逮
の
麟
術
地
（
脚
身
地
）
は
、
皆
棉
坐
市
外
の
梅
㎜
村
、
栃
木
縣
飛

蘭
村
等
、
比
較
的
近
在
で
あ
る
。
職
醒
別
で
は
、
織
布
女
工
三
〇
名
、
糸
繰
女
工
五
名
、
衡
雀
女
工
三
名
、
検
査
女
工
二
名
、
整
隷
勢
工

二
名
、
機
…
城
保
全
男
工
四
名
、
越
計
四
六
名
と
な
る
。

　
各
職
場
か
ら
犬
優
卒
均
し
て
、
男
工
五
名
、
女
工
二
九
名
を
取
り
醐
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
行
つ
た
調
蛮
で
は
、
卒
均
年
令
兜
工
三
四

・
囚
茂
、
女
工
二
五
・
六
五
歳
。
そ
の
躍
随
誰
度
ば
、
男
工
の
場
合
、
小
卒
一
名
、
商
小
卒
一
名
、
禰
制
中
撃
卒
二
名
、
薪
制
ヱ
薬
商
校
卒

一
名
で
あ
り
、
女
工
は
、
小
卒
五
名
、
商
小
卒
九
名
、
新
勧
中
卒
一
四
名
、
女
乎
帥
範
卒
一
名
で
あ
る
。
年
令
盾
は
、
女
工
の
場
含
、
新

制
中
を
醐
て
ま
も
な
い
十
代
盾
が
十
四
名
で
棚
窟
多
く
、
二
〇
代
惜
は
穴
名
と
滅
少
す
る
。
三
十
代
謄
は
四
名
、
四
十
代
は
一
名
、
五
十

代
二
名
、
最
老
令
者
ぼ
六
十
代
（
六
六
歳
）
一
名
と
な
つ
て
い
る
。
異
色
は
女
子
帥
範
卒
一
名
で
、
五
十
康
の
女
工
で
あ
る
。
経
喰
年
は

は
、
こ
の
會
肚
に
二
年
九
ケ
月
、
そ
れ
以
前
に
．
雌
傭
工
一
年
牛
。
夫
が
融
力
障
審
の
た
め
、
玖
甥
を
抱
え
て
働
い
て
い
る
。
こ
の
土
地
の

定
佳
者
で
あ
る
。
平
均
賛
金
は
、
女
工
、
四
三
三
八
凶
、
鋤
工
八
、
O
O
O
固
と
な
る
．
命
年
度
八
ケ
月
㎜
…
の
職
工
の
陳
鋤
口
籔
と
、
昭
禰

二
十
八
年
八
月
一
ケ
月
闇
の
職
工
別
幽
鋤
、
裁
労
時
閥
表
は
衣
の
麺
り
で
あ
る
。
こ
の
第
一
表
は
、
旭
會
肚
の
舳
蜘
隷
よ
り
作
城
し
た
も

の
で
あ
令
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閉
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H
墜
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岬
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搬
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．
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幽
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8
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㎜
　
、
』
の
禽
”
針
仙
の
＾
蹴
業
親
…
川
、
払
叩
異
規
｛
疋
鈷
寸
o

　
載
業
規
則
、
蛤
奥
規
定
等
は
、
ク
イ
プ
ラ
イ
ク
ー
で
打
．
つ
た
勢
働
基
碓
監
惜
署
の
指
定
に
よ
る
、
禽
枕
備
付
け
の
も
の
が
一
榔
あ
る
の

み
で
、
　
（
A
含
肚
も
同
じ
）
工
員
等
は
缶
自
持
つ
て
い
な
い
し
、
叉
そ
の
内
容
に
劃
し
て
も
無
似
蒲
で
あ
る
。
も
つ
と
も
軸
・
蒲
し
な
い
と

い
う
踏
に
お
い
て
は
禽
泣
働
も
同
饒
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
も
の
ば
近
代
的
大
企
葉
が
示
す
よ
う
な
、
令
理
化
さ
れ
た
作
薬
付

程
と
、
愉
徹
な
勢
務
管
理
や
経
醤
肚
會
政
策
で
は
な
い
し
、
大
企
薬
の
組
織
化
さ
れ
た
勢
働
組
命
が
示
す
よ
う
な
、
階
級
観
念
と
、
そ
牝

に
基
す
く
強
固
な
邊
緒
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
基
底
に
秘
め
た
階
殻
的
沈
坐
活
椛
の
擁
護
斗
争
等
で
も
な
い
。
再
軍
備
と
不
祝
、
そ
れ
ら

・
に
件
う
企
業
再
掘
の
現
段
謄
に
當
つ
て
、
大
企
糞
の
、
螢
－
働
組
合
活
動
の
弾
睡
、
大
姓
の
首
切
、
稔
薬
貝
細
合
化
え
の
強
婁
等
と
、
そ
れ

に
劃
抗
す
る
組
織
努
働
者
達
の
、
最
低
賃
金
制
の
婁
求
、
統
一
園
嗣
協
約
繍
緒
え
の
斗
争
、
再
箪
備
反
謝
翻
箏
等
々
、
政
治
と
経
沸
と
を

表
纂
一
糧
と
し
て
労
使
互
い
に
そ
の
謝
決
の
度
を
深
め
て
行
く
変
は
、
桐
生
の
中
小
企
薬
の
場
合
に
拾
い
て
は
艦
微
の
衆
生
の
如
く
み
ら

れ
る
o
今
日
の
パ
ソ
を
得
る
事
の
園
籔
扱
專
も
、
實
は
日
本
資
本
主
繁
の
棚
遣
上
の
閉
題
に
つ
な
が
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

叉
明
圓
の
パ
ソ
を
確
保
す
る
た
め
に
ば
、
㈹
更
、
想
い
は
そ
こ
に
艶
す
ぺ
き
な
の
で
は
な
い
淀
ら
う
か
。
然
し
班
梵
は
、
今
H
の
パ
ン
を

得
る
た
め
に
抜
け
が
け
の
小
逆
を
探
が
し
、
或
い
は
更
に
安
易
な
方
淡
と
し
て
、
難
を
労
働
箭
に
し
わ
よ
せ
す
る
。
一
家
の
主
た
る
労
働

者
も
、
職
を
得
て
術
、
不
足
す
牝
ぱ
、
そ
の
斐
が
職
を
探
が
し
、
或
い
は
そ
の
乎
供
翰
が
職
場
に
逃
幽
す
る
、
更
に
は
、
本
來
貨
金
が
勢

働
力
の
償
椿
で
あ
る
こ
と
、
生
活
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
、
端
的
に
は
、
バ
ン
を
得
る
こ
と
の
州
來
る
賃
金
た
る
ぺ
き
こ
と
を
描
適
せ
す
し

て
、
時
側
外
労
働
や
休
H
蝸
鋤
に
よ
つ
て
不
足
を
禰
拾
う
と
す
る
。
．
立
場
ば
異
る
と
も
、
無
意
鐵
の
う
ち
に
こ
牝
ら
爾
、
者
の
と
る
行
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

は
、
大
企
葉
、
大
商
葉
、
金
融
資
本
の
舎
理
化
の
し
わ
よ
せ
を
廿
焚
し
、
そ
れ
に
隷
酋
す
る
逝
で
あ
り
、
斗
眺
つ
些
侭
る
狐
い
小
逝
の
嚇

中
模
さ
く
で
依
な
い
だ
ら
う
か
o

　
B
含
沈
の
場
合
に
お
け
る
戯
糞
規
定
と
讐
膿
と
の
差
も
、
前
述
ム
會
雌
の
場
合
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
規
定
．
に
よ
れ
ば
勢
働
者
の
休
日
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3①1
　
は
左
の
竈
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
日
曙
日
、
二
、
年
末
年
始
（
十
二
月
三
一
日
－
一
月
二
百
）
三
、
暑
中
休
殴
（
八
月
十
五
日
、
十
六
日
x
戯
業
硯
冠
第
九
燦
）

然
し
賃
嵯
は
、
一
、
月
二
回
の
篭
休
圓
、
二
、
十
二
月
三
十
一
回
－
一
月
三
圓
、
三
、
七
月
二
三
目
（
薩
園
祭
）
、
八
月
一
五
日
、
十
六
日
、

十
七
日
、
四
、
十
一
月
二
〇
圓
（
恵
比
狽
講
）
が
休
圓
で
あ
り
、
そ
の
外
十
二
月
三
〇
日
は
牛
日
犬
締
除
、
一
月
四
H
は
新
年
喪
禽
で
會
酎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

よ
り
從
業
員
に
振
舞
を
す
る
。
叉
十
月
苧
ぱ
に
一
消
二
H
の
族
行
が
か
り
、
費
用
は
折
牛
で
あ
る
。
簡
単
な
調
蛮
の
紬
果
か
ら
み
て
も
、

二
の
族
行
依
勢
働
者
に
と
つ
て
、
非
常
な
榮
し
み
で
あ
る
ら
し
い
。
色
λ
の
祭
り
事
に
困
ん
だ
休
日
は
一
年
を
通
じ
比
政
的
多
い
が
、
週

休
は
ム
臼
泣
と
同
じ
く
、
見
二
固
で
あ
つ
た
。
休
憩
は
、
午
前
十
時
よ
り
十
分
閥
（
こ
れ
は
含
肚
側
の
好
煎
）
、
午
後
十
二
時
よ
り
四
五
分

蘭
と
四
時
よ
り
十
五
分
閥
の
含
計
一
時
閥
十
分
。
お
茶
を
蝋
す
。

．
蘭
利
施
設
と
し
て
は
、
ビ
ソ
ポ
ン
産
、
図
醤
（
五
〇
鮒
）
、
ラ
ヂ
オ
、
レ
コ
ー
ド
、
風
呂
場
ハ
理
在
使
用
せ
す
）
、
ミ
ツ
ン
一
褒
、
食
箆
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

十
坪
）
等
が
あ
る
。
寄
積
設
備
と
し
て
は
、
工
場
、
塾
務
跡
等
と
同
一
棟
の
一
部
と
し
て
、
十
帖
二
閥
、
八
帖
、
穴
帖
任
二
脚
、
四
・
五
帖

。
囚
帖
缶
一
間
づ
っ
、
計
八
六
・
互
甘
あ
る
。
そ
れ
を
前
述
し
た
如
く
、
男
三
人
、
女
一
五
人
、
討
一
八
名
が
利
州
し
て
い
る
。
燕
奥
は
臼

肚
側
が
支
蛤
す
る
。
寄
宿
舎
利
…
川
者
の
た
め
の
設
筒
依
、
抑
入
を
仕
切
り
て
缶
人
班
州
の
整
理
椚
を
敵
け
て
あ
る
殻
贋
で
あ
る
。
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五
　
前
単
な
詞
査
稟
よ
5

　
今
迄
垣
国
し
て
來
た
、
A
，
B
閑
會
並
は
、
帽
生
に
お
い
て
は
檀
め
て
謹
笛
能
華
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
リ
、
そ
の
勢
働
着
も
比
政
的
に

同
地
方
で
肚
望
ま
し
い
待
遇
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
牝
る
の
で
あ
る
が
、
そ
牝
で
も
、
調
螢
製
の
桧
討
に
よ
る
爾
曾
池
從
難
貞
の
坐

漬
状
饒
は
、
「
値
康
．
で
文
化
餉
な
最
供
限
度
の
生
満
」
か
ら
は
程
遠
い
感
が
あ
る
。

　
饒
く
理
曲
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
大
都
分
ば
「
生
活
難
」
「
千
供
が
多
い
」
「
家
旗
を
養
う
」
「
食
う
た
め
」
等
力
、
綴
猟
的
坐
活
に
密
接
に
締



1旭

ぴ
つ
い
て
い
た
。
人
會
肚
の
場
合
、
そ
れ
以
外
ー
の
理
由
を
啓
い
た
も
の
は
「
換
楽
を
求
め
る
た
め
」
と
冒
う
十
九
歳
怒
戯
三
年
七
ケ
月
の

女
工
が
一
人
、
「
肚
倉
の
義
滋
」
「
人
と
し
て
の
畿
務
」
と
書
い
た
も
の
が
、
十
皿
茂
総
蟻
三
ケ
月
の
男
工
と
、
十
五
茂
畿
鹸
七
ケ
月
ゆ
女

工
の
二
名
使
で
か
る
。
「
換
楽
を
求
め
る
た
め
に
」
働
い
て
い
る
こ
似
女
工
は
．
最
近
一
ケ
月
の
牧
入
七
、
O
O
O
幽
の
う
ち
、
五
、
O
〇

一
〇
凹
を
家
庭
に
出
し
、
小
逝
は
二
、
O
O
O
幽
位
し
か
な
い
。
然
も
、
本
人
を
舎
め
三
人
家
族
の
、
こ
の
汝
性
の
蒙
庭
想
牧
入
は
、
こ
の

五
、
O
O
O
固
も
含
め
、
た
か
淀
か
一
〇
、
O
O
O
凶
で
あ
る
。
從
つ
て
、
家
庭
に
蜘
す
五
、
O
O
O
凶
も
、
彼
女
の
嫁
入
仕
腔
等
に
は
と

て
も
ま
わ
つ
て
ば
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
叉
二
、
O
O
O
幽
の
小
蓮
で
、
も
と
め
て
裕
ら
れ
ゐ
娯
樂
は
、
「
被
服
費
」
、
一
、
O
O
O
固
“
『
化

粧
品
」
七
〇
凶
、
　
「
映
簑
」
三
回
、
　
「
貯
金
」
一
〇
〇
固
位
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
他
の
憎
工
に
較
ぺ
れ
ぱ
、
繁
階
ら
し
い
滴
費
生
活
で
あ

る
。
　
「
泣
會
の
義
務
」
等
と
言
う
二
名
の
少
年
工
の
、
こ
の
働
く
撃
曲
は
、
そ
れ
樫
大
き
な
意
昧
を
持
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
．
箪
潜
が
わ

た
し
た
調
蛮
力
ー
ド
を
前
に
し
て
鉛
難
を
な
め
乍
ら
考
え
る
彼
等
の
態
度
は
、
恐
ら
く
牛
年
前
迄
、
漸
制
中
曝
准
辞
中
の
試
駄
答
集
州
紙

。
に
向
つ
た
心
理
に
近
い
で
あ
ろ
う
し
、
叉
そ
の
頃
、
鮒
會
科
の
あ
る
時
㎜
一
に
「
働
x
こ
と
の
人
間
と
し
て
の
義
務
」
雀
敬
帥
に
畿
か
れ
た

で
あ
ろ
う
彼
等
が
、
二
の
力
ー
ド
を
前
に
し
て
、
そ
牝
を
想
い
舳
し
、
名
答
案
と
思
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
樫
瞳
の
も
の
で
あ
ら
う

と
思
う
。
同
志
雄
大
の
推
谷
歓
投
の
指
導
さ
ル
た
、
「
丹
後
機
難
の
構
造
分
析
」
（
京
都
勢
研
調
査
報
沓
、
鈍
二
輯
）
の
中
で
、
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
、
働
く
理
曲
を
笹
い
た
棚
當
数
の
繊
工
を
分
桝
し
て
、
中
小
企
薬
の
綴
厨
者
の
、
大
家
旗
主
離
的
、
封
弛
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
る
勢
務
管
理
と
、
そ
の
歎
果
の
ー
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
、
勢
働
者
意
織
の
低
下
を
畿
か
れ
て
あ
る
が
、
篶
禽
耐
の
場
合
に
は
、
総
衡
者
側

に
意
畿
的
泳
、
そ
う
い
う
指
導
理
念
は
殆
ん
ど
兇
酋
ら
な
か
つ
た
。

　
叉
B
會
酎
の
場
合
で
も
、
生
活
乎
段
以
外
に
働
く
理
曲
を
求
め
た
も
の
が
一
人
い
る
が
、
「
人
間
と
し
て
物
事
を
お
ぼ
え
た
い
た
め
」

と
記
入
し
た
、
こ
の
十
五
歳
、
護
蟻
五
ケ
月
の
衡
籍
女
工
の
場
含
も
、
か
か
る
理
由
す
け
を
す
る
意
鐵
は
前
例
の
場
含
と
同
じ
で
あ
ら
う

と
恩
わ
れ
る
。
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拠
　
　
叉
、
ム
含
碓
の
場
合
、
■
男
工
の
卒
均
年
令
二
穴
．
六
歳
、
雫
均
蒙
族
籔
は
、
五
一
二
名
で
、
平
均
賃
金
七
、
五
〇
〇
・
二
〇
固
、
一
家
族
鴬

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
1

　
　
り
雫
均
撤
牧
入
一
四
、
四
穴
O
劇
。
女
工
ば
、
卒
均
年
令
二
八
・
八
六
歳
、
卒
均
家
族
籔
五
名
、
卒
均
賃
金
四
、
九
七
八
・
二
二
脳
、
一
蒙
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
當
り
卒
均
愚
牧
入
ニ
ニ
、
二
六
六
固
で
は
、
■
そ
の
家
討
は
柵
當
苦
し
い
屯
の
と
思
わ
牝
る
。
皿
會
雄
の
場
徐
で
も
、
そ
の
様
態
は
酔
例
様

　
　
で
あ
る
。
A
．
R
爾
會
肚
を
通
じ
て
、
脚
畑
を
持
つ
て
い
る
省
庭
の
準
均
ば
二
・
七
灰
の
零
紬
炎
で
あ
リ
、
斌
商
五
灰
、
姓
低
ば
一
収
と
な

　
・
　
つ
て
い
る
。
こ
の
地
方
の
艶
〃
働
者
捜
～
が
畝
川
ん
ど
地
一
兀
…
…
…
身
煮
で
あ
＾
リ
、
堺
一
働
力
給
淑
地
が
栂
一
め
て
舳
…
い
範
附
…
内
に
隈
定
さ
れ
一
て
い
る
こ
と

　
　
は
、
擁
に
言
及
し
た
が
、
牧
等
の
感
募
方
法
は
、
補
雄
を
逓
じ
て
女
工
の
場
合
は
、
友
人
の
繍
介
か
睡
倒
的
に
多
蚊
を
占
め
る
、
女
工
四

　
　
四
名
中
、
友
人
の
綿
介
二
一
名
、
知
人
の
耕
介
七
名
、
自
分
で
宵
雄
に
．
岬
込
ん
だ
許
一
名
、
糊
兄
第
の
紹
介
七
名
、
騨
校
の
翻
介
七
名
、

　
　
下
職
の
紹
介
一
名
と
な
つ
て
い
る
。
挑
工
ニ
ハ
名
の
内
謁
は
、
友
人
紹
介
三
名
、
側
人
四
名
、
糊
兄
飾
七
名
、
猪
會
粒
耐
披
一
名
、
騨
校

　
　
一
名
で
あ
る
。
以
上
に
莱
適
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
珊
ん
ど
が
繊
古
撚
州
で
あ
り
、
離
較
か
ら
の
繍
介
も
、
大
榔
分
が
不
熟
隷
工
た
る
新

　
　
制
中
禦
核
卒
業
生
の
場
合
で
あ
り
、
そ
牝
が
地
元
の
新
制
中
骸
校
の
場
合
で
あ
つ
て
は
、
公
共
繊
蝸
を
通
じ
て
の
撚
川
と
い
う
よ
り
、
多

　
　
分
に
惚
統
的
、
縁
古
募
築
的
性
撚
が
強
く
あ
ら
わ
れ
る
。
少
く
と
も
公
共
職
薬
安
定
肋
等
の
公
式
募
災
擁
闘
が
、
會
耐
側
か
ら
も
、
叉
探

　
　
周
さ
れ
た
倒
か
ら
も
、
金
く
利
州
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
調
硲
範
幽
が
極
か
て
．
周
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
一
雌
注
目
さ

　
　
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
英
慶
に
あ
る
も
の
は
、
近
代
的
勢
働
市
場
の
未
確
立
（
封
確
性
）
で
あ
少
、
地
域
的
封
鎖
性
で
あ
る
。

　
　
　
彼
等
職
工
の
繭
倉
泄
に
謝
す
る
希
婁
乃
至
外
満
と
い
う
も
の
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
調
査
力
－
ド
に
ば
辞
閉
研
究
の
資
料
比
る
塾
を
鈷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
記
し
、
含
肚
や
從
藁
員
に
何
等
逮
惑
の
か
か
る
も
の
で
な
い
斑
を
翫
閉
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
項
に
つ
い
て
の
解
答
蔀
は
三
〇
％
位
し

　
　
か
な
い
。
こ
の
項
入
し
た
女
工
の
。
う
ち
で
多
籔
を
占
め
る
不
滴
は
、
奴
繁
、
運
勤
等
の
設
傭
に
勤
す
る
不
浦
と
、
一
日
十
一
時
脚
位
働
い

　
　
て
一
ケ
月
三
、
O
O
つ
幽
位
し
か
な
ら
な
い
給
料
に
謝
す
る
不
滞
と
で
あ
る
。
こ
の
鐵
を
強
調
す
る
も
の
は
、
大
部
分
十
代
の
女
工
逮
で
あ

　
　
る
。
男
女
を
通
じ
て
、
繭
含
危
の
行
う
秋
の
一
消
籏
行
は
余
程
の
薬
し
い
即
象
を
残
し
て
い
る
と
み
え
て
、
更
に
一
固
を
坤
し
、
稚
秋
二
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．詔1

圃
位
族
行
し
た
い
と
い
う
希
望
が
芳
平
あ
る
甘
族
行
に
勧
す
る
希
蔓
墜
二
四
茂
の
罫
エ
泡
も
合
め
て
、
利
常
の
比
牽
と
な
ク
て
い
る
。
然

し
、
娯
楽
、
返
動
施
設
の
改
醤
、
強
化
や
、
治
料
彼
上
げ
を
要
求
す
る
職
工
が
殆
ん
ど
十
代
の
女
工
で
あ
り
、
更
に
、
蹴
難
時
脚
の
授
い

專
、
時
脚
的
な
ゆ
と
り
の
欲
し
い
窮
を
諦
り
、
食
堂
、
更
衣
窒
等
に
醤
す
る
不
満
を
表
閉
す
る
の
も
概
し
て
十
代
女
工
で
あ
る
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

肚
、
繭
白
い
現
象
で
あ
る
。
始
め
て
耽
禽
に
入
り
、
よ
く
な
い
退
壇
の
中
で
低
賃
鉦
、
蘭
勢
働
に
維
瑛
す
る
と
い
う
琳
は
、
彼
女
雑
に
と

つ
て
若
し
く
外
蒲
な
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
意
鐵
の
低
い
二
〇
代
三
〇
代
以
上
の
女
工
に
比
し
て
、
彼
女
等
十
代
が
、
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク

で
は
あ
る
が
、
＊
だ
染
ま
ら
ぬ
健
康
な
人
間
的
感
箆
を
央
わ
す
に
い
る
静
搬
で
も
あ
ろ
う
か
。
甥
工
の
場
令
は
、
い
さ
さ
か
異
な
つ
て
く

る
。
就
業
規
則
に
あ
る
遜
）
、
週
一
圃
の
休
み
に
し
て
貰
い
た
い
と
か
（
二
三
歳
綴
験
三
年
牛
、
月
牧
六
、
O
O
O
則
の
刎
工
）
、
先
企
な

八
時
閥
棚
を
守
つ
て
現
在
程
度
の
貧
金
が
欲
し
い
と
か
（
ニ
ニ
歳
維
騎
五
年
八
ケ
月
、
月
牧
六
、
O
O
O
㎜
の
兇
工
）
、
年
二
阿
の
外
総
が

望
み
た
い
と
か
（
五
〇
歳
轟
験
三
五
年
」
月
牧
九
、
O
O
O
則
の
螂
工
）
、
そ
の
他
、
扮
働
時
閉
の
閉
魎
に
し
て
も
、
叉
は
総
料
の
閉
魎
に

し
て
も
、
悠
螂
が
女
工
の
場
合
よ
り
、
す
つ
と
典
髄
的
で
、
膚
己
の
理
布
の
境
遡
と
、
そ
の
秋
態
を
恭
観
附
に
眺
め
分
林
し
、
褒
求
す
る

嚇
一
働
者
の
爾
狗
を
典
擬
的
な
生
渦
遺
撹
か
ら
割
州
し
て
或
ゐ
瀧
度
坐
み
州
し
て
．
い
る
o
．
然
し
、
そ
う
い
う
渚
え
、
氣
持
は
坐
蜘
的
、
行
嚇
一

的
な
変
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
O
襖
に
秘
め
て
灰
趨
す
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
が
賀
瑚
の
た
め
の
乎
股
方
策
を
探
し

冊
し
て
ゆ
く
努
カ
、
思
考
と
は
未
だ
逮
き
感
を
持
つ
o

　
人
危
爾
育
批
共
、
そ
の
兜
女
職
工
の
牧
入
よ
リ
す
る
毎
月
の
貯
藩
は
、
大
倣
三
〇
〇
則
か
ら
四
〇
〇
側
位
が
一
折
多
く
、
虻
低
O
幽

か
ら
、
最
高
二
、
O
O
O
幽
位
迄
干
均
す
れ
ば
二
八
O
則
位
で
あ
る
。
叉
職
工
の
一
ケ
月
に
使
州
す
る
小
遣
は
、
女
工
平
均
六
二
六
㎜
、

男
工
平
均
七
六
〇
幽
で
あ
る
」
最
商
は
、
二
三
茂
灘
験
十
年
五
ケ
月
の
女
工
が
、
月
に
四
、
O
O
O
㎜
あ
小
述
を
使
つ
て
い
る
。
彼
女
は

仕
込
み
で
交
際
費
に
そ
の
牛
額
迄
亥
出
す
る
と
い
う
。
跳
身
地
ぱ
棉
生
市
外
で
畑
三
反
あ
り
、
父
は
大
工
の
七
人
蒙
族
で
あ
る
。
最
低
は

勿
諭
O
幽
。
勇
工
の
場
合
ぼ
、
平
均
小
逝
蟹
用
は
、
・
．
一
ケ
月
七
六
〇
固
で
、
最
商
は
二
二
茂
経
螢
五
年
八
ケ
月
三
人
家
族
で
姉
、
妹
共
に

727



醐
○
い
て
い
る
と
い
う
易
工
の
一
二
、
O
O
O
口
が
あ
る
・
量
低
は
女
工
の
場
合
に
同
じ
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
三
の
昆
書

理7

　
椙
生
徴
物
企
棄
が
、
A
・
B
繭
會
砒
の
例
に
お
い
て
も
、
桐
生
全
魎
に
お
い
て
も
、
和
笛
低
賃
金
の
労
働
力
を
触
鮒
し
て
い
る
と
い
う

事
ば
、
例
え
ぱ
、
十
大
紡
の
如
き
狽
占
資
本
の
慈
昌
下
に
あ
る
泉
州
綿
織
物
工
糞
地
掃
の
昭
和
二
十
七
年
三
月
と
肴
う
一
年
牛
も
以
飾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
漉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

揚
側
者
の
平
均
賃
金
よ
か
も
更
に
低
い
と
い
う
事
を
も
つ
て
一
噸
の
比
較
と
す
る
こ
と
も
跳
來
る
。

　
誰
　
犬
匝
市
立
犬
鼻
擾
漬
研
完
析
「
犬
阪
に
拍
け
る
蟻
釦
兼
・
糊
絵
物
工
業
の
武
態
」
参
照
。

　
右
詞
壷
に
よ
れ
ぱ
、
推
藁
員
蛍
二
一
名
－
五
〇
名
の
愈
砒
に
拾
け
る
常
凹
男
工
の
準
均
貨
。
金
は
、
咽
和
二
七
年
三
月
現
准
で
、
一
〇
、

丸
四
五
固
、
同
じ
く
女
工
依
、
瓜
、
九
七
五
幽
。
叉
推
薬
貫
は
六
名
－
二
〇
名
の
と
こ
ろ
で
は
、
圃
じ
く
奥
工
八
、
四
二
〇
側
、
女
工
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

二
四
八
固
（
同
讐
＝
二
九
頁
）
と
何
れ
も
柏
生
よ
り
上
週
つ
て
い
る
。
し
か
も
A
・
B
繭
曾
耐
と
從
薬
員
籔
が
略
同
樫
陵
の
二
一
名
－
五

〇
名
の
泉
州
の
含
肚
の
場
合
、
擦
働
者
の
一
日
牛
均
の
勢
働
時
間
は
九
い
八
八
時
間
に
す
ざ
す
、
そ
の
一
ケ
月
常
り
卒
均
勢
働
日
籔
も
附

和
二
六
年
＝
一
月
に
二
三
・
六
圓
、
昭
和
二
七
年
三
月
に
二
六
・
七
日
と
何
れ
も
相
生
の
場
含
よ
り
下
遇
る
。

　
こ
の
よ
う
な
低
賃
金
勇
働
カ
を
…
用
い
乍
ら
、
然
も
特
に
槍
幽
メ
ー
力
1
の
浬
督
状
態
の
芳
ぱ
し
く
な
い
と
い
う
の
は
、
機
械
・
披
術
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
澁
1
）
　
　
　
轟
2
）

低
虞
は
當
然
と
し
て
更
に
、
原
糸
の
値
上
ポ
、
拾
脚
倒
椿
の
下
落
、
及
ぴ
同
業
の
競
筆
滋
化
の
た
め
で
あ
る
。
同
業
間
の
競
寧
激
化
は
、
．

中
小
企
藁
安
定
法
に
基
ナ
き
、
昭
和
二
八
年
四
月
一
日
に
、
桐
生
、
鵡
井
、
金
揮
等
の
織
物
中
心
地
の
各
薬
者
を
中
心
と
し
て
「
楡
．
閉
織

物
日
讐
細
合
」
を
作
つ
て
、
こ
の
競
箏
の
没
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
恭
は
、
樽
狽
を
燈
録
し
通
産
省
の
許
可
の
下
に
必
婁
あ

る
場
合
擾
短
を
行
う
専
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
燃
し
、
貸
膿
に
は
、
こ
の
概
榊
は
八
月
迄
、
殆
ん
ど
み
る
ぺ
き
灘
策
を
請
じ
て
は
い
な
い

し
、
又
紡
磧
に
お
け
ろ
十
犬
含
肚
の
地
く
、
質
的
な
同
等
憧
と
、
古
い
睡
臭
を
痔
つ
、
そ
の
蟹
固
な
u
緒
性
に
は
、
凡
そ
比
す
ぺ
く
も
久
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く
、
狽
品
竈
別
の
多
壌
性
、
各
地
域
に
於
け
る
瞳
曳
的
傳
哉
的
な
特
殊
性
が
原
困
し
て
、
統
一
カ
の
樽
弱
さ
や
、
計
簑
性
の
畝
如
と
な
り

こ
の
組
合
依
無
葛
無
策
、
何
等
竈
数
あ
る
救
済
手
段
を
賞
施
し
得
て
い
な
い
と
い
う
の
が
貸
摘
で
あ
る
。

　
陛
－
　
恰
出
向
マ
フ
ラ
ー
の
原
料
た
る
、
人
割
糸
の
今
年
度
一
月
よ
リ
現
在
逝
の
、
内
番
相
蝪
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

糸謂人

ケシ12㎝　ケシ”㎝　　■　一’’’　　＝。】11’’

ピス1㎜ ピス1舳
1　　月日

215～22叱；230｝甑 ’207～208 210

一

昭和困年1月5目

蜘 217～鋤 平月3岨
　郷■一’　一1　■　　’　一1　’　郷

228 216～217 2月2畑
　■　200甲‘’一　223

3月3岨

4月28圓

　
螂
，
一
＾
■
　
一
一
一
　
2
6
8
一
　
’
　
1

　
　
2
1
8
■
■
　
■
　
　
一
’
　
　
1
　
山
　
　
■
一
　
■
　
2
1
0
一
’
　
’
　
一
一
・
　
　
’
　
2
3
5
－
1
F
’
’
一
一
’
凹
’
　
2
6
0
■
’
■
一
■
…
1
’
1
‘
　
2
6
5

測 郷 5月30日

　2881　I　　1■　止　■　■　一　、一1　■　293 258 255 6月30圓
】　　　　　■　　I　■

淡0 255

　300■　1’　　　1‘■　　‘　’■一　　一　一　320
　285一＾　一一‘一一1　　287 302 275

7
月
3
岬
■
一
’
’
一
1
‘
’
一
■
・
8
月
3
1
日
山
一
一
一
’
　
’
9
月
3
日320

刎
軍位ポソドべ翻會協む化

及
ぴ
最
低
の
生
活
拠
箏
を
合
め
、
六
〇
〇
幽
穰
産
を
必
要
と
す
る
。
桟
元
が
賃
樹
屋
に
支
錦
う
織
賃
は
、

が
相
場
で
、
俗
に
「
ガ
チ
ヤ
万
」
と
冒
わ
れ
た
好
景
気
の
昭
和
二
四
年
頃
に
は
桟
賃
は
四
〇
測
で
あ
つ
た
。
熟
練
し
た
女
工
が
、

一
五
時
間
以
上
讐
O
を
鴛
○
さ
せ
て
碍
る
生
屋
■
は
、
最
高
側
O
枝
位
池
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
四
〇
〇
図
の
牧
入
と
な
る
が
、
然
も
二

　
　
　
　
宥
衰
の
釦
く
、
約
八
ケ
”
の
固
に
、
人
罰
糸
肚
そ
牝
ぞ
れ
囚
O
％

　
　
　
1
五
〇
％
の
仁
上
口
を
示
し
、
昭
和
二
藺
年
頃
の
公
定
側
椅
と
、
現

　
　
　
在
と
で
は
七
〇
％
か
ら
の
竹
上
リ
と
な
り
て
い
る
。

　
誰
2
　
一
方
恰
出
口
橘
の
両
で
は
、
原
糸
の
公
定
口
梼
が
存
在
し
た
絡
リ

　
　
　
の
時
期
に
は
、
輪
出
人
割
マ
フ
ラ
ー
、
一
グ
ー
ス
的
囚
ド
ル
五
｛
ツ

　
　
　
ト
で
あ
つ
た
も
の
が
、
今
は
一
グ
ー
ス
、
的
一
ド
ル
七
〇
セ
ソ
ト
位

　
　
■
に
蓮
位
下
が
リ
し
て
い
ろ
．
噛
出
o
楮
の
値
下
が
フ
は
、
市
場
の
挾

　
　
　
睦
化
と
、
o
兼
省
恰
出
藁
者
の
亙
込
箆
争
の
泌
化
で
あ
る
。

　
着
千
の
賃
捜
屋
を
樫
置
。
し
て
い
る
B
倉
耐
の
冒
に
よ
れ
ぱ
、
■
マ
フ

ラ
ー
を
主
と
し
て
撲
る
場
含
の
、
　
。
賃
機
業
者
（
織
捜
十
蓬
以
下
の
零

紬
機
藁
家
）
の
一
つ
の
讐
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
現
在
稼
動
織
擾
一
裏
奮
り
の
一
日
の
牧
入
は
、
捜
織
女
工
に
麦
沸

う
徴
貨
、
紋
紙
代
、
動
カ
代
、
滴
粍
品
致
、
雑
費
、
原
憤
償
却
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
フ
ラ
ー
一
枚
に
つ
い
て
十
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
に

927
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O
O
固
の
赤
字
で
あ
る
。
こ
の
赤
字
補
填
の
た
め
、
色
＾
の
努
カ
が
荷
こ
の
上
に
協
わ
れ
る
。
一

　
1
．
女
工
の
賃
金
の
切
り
下
げ
、
勢
働
時
間
の
延
長
等
の
外
に
、
嚢
業
農
家
で
女
工
を
、
自
宅
に
岡
魅
せ
し
め
で
い
る
よ
う
な
賃
機
墜

の
場
合
に
依
、
、
自
家
保
有
米
そ
の
他
の
食
料
晶
を
高
慣
に
計
算
し
、
食
事
費
を
女
工
の
給
料
か
ら
塞
引
く
。

　
2
．
例
え
ぱ
女
工
が
牛
前
五
時
か
ら
午
後
八
時
迄
働
き
、
そ
の
あ
と
、
牛
後
八
時
か
ら
翌
朝
亙
時
迄
は
家
挟
が
就
糞
し
て
、
織
擬
在
二

・
四
時
闇
稼
働
さ
せ
、
不
沸
の
自
家
勢
働
に
よ
つ
て
、
或
い
は
二
〇
杖
余
討
に
生
虜
し
、
赤
字
を
埋
め
る
。

　
　
　
　
　
’

　
3
．
賃
加
工
の
場
合
、
原
料
の
余
剰
で
カ
バ
ー
す
る
。
普
通
マ
フ
ラ
ー
一
枚
を
生
産
す
る
の
に
喪
す
る
人
綱
糸
の
並
ば
、
O
二
五
ポ

ソ
ド
で
あ
る
が
、
買
潜
商
等
が
、
便
加
工
さ
せ
る
場
合
に
は
、
一
枚
に
つ
き
O
二
五
三
ボ
ソ
ド
位
と
、
着
千
、
余
分
に
腺
糸
を
漉
す
。

原
糸
の
便
格
を
ポ
ン
ド
、
三
〇
〇
凶
と
す
れ
ぱ
、
マ
フ
ラ
ー
一
枚
に
つ
き
・
O
・
O
〇
三
ポ
ン
ド
の
ヂ
メ
は
、
九
〇
鐘
分
の
瞭
糸
が
手
許
に

襲
り
、
二
圓
、
一
蓬
の
織
横
が
五
〇
枚
織
る
と
す
れ
ぱ
、
買
櫓
簡
か
ら
、
そ
れ
に
雌
じ
て
渡
さ
れ
る
原
兼
か
ら
生
す
る
デ
メ
は
、
9
一

五
ポ
ン
ド
、
四
五
凶
の
余
剰
が
、
賃
加
工
機
屋
の
手
許
に
虜
る
o

037

　
以
上
の
よ
う
な
、
零
鋼
喰
撒
物
メ
ー
力
1
の
困
窮
と
、
そ
れ
に
從
載
す
る
暇
工
の
苦
悩
は
、
最
近
の
合
理
化
－
燃
も
抑
軍
欄
経
沸
に
つ

ら
な
り
、
蘭
占
賓
本
の
強
化
を
中
心
目
的
と
し
た
合
理
化
の
一
断
片
を
物
譜
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
ル
不
足
か
ら
．
原
綿
、
原
毛
の
楡
入
伽

減
を
何
え
て
、
再
ぴ
騰
貴
し
始
め
て
い
る
化
織
原
糸
の
俊
勤
き
は
、
大
芋
化
織
メ
ー
力
1
の
利
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
、
そ
の
讐
牲
を
零

紬
桟
布
糞
に
し
わ
上
せ
せ
し
め
て
ゆ
く
。
大
企
薬
の
趣
繊
勢
働
者
達
に
劃
し
て
も
充
分
な
肚
飲
保
陣
肚
典
え
ら
れ
て
な
く
、
ま
し
て
最
低

賃
金
制
度
も
施
行
せ
ら
れ
て
い
な
い
現
萩
な
の
に
、
勢
働
魁
合
の
、
企
業
組
合
化
、
臓
階
制
の
強
化
え
と
凋
占
賓
本
の
攻
勢
は
、
そ
の
逝

を
す
す
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
薪
ら
し
い
労
賓
幽
係
の
塞
盤
に
立
つ
て
、
努
働
淡
規
を
改
悪
し
、
耐
會
政
策
的
な
諾
淡
制
、
諦
施
設
を
後

謹
せ
し
め
、
以
て
再
軍
備
経
滞
・
從
圓
綴
沸
え
の
つ
Φ
沸
い
を
し
、
不
祝
の
弼
占
資
本
家
的
克
服
を
固
ら
う
と
し
て
い
る
。
か
か
る
攻
勢



に
あ
つ
て
い
る
弱
少
の
中
小
企
糞
と
、
そ
こ
に
働
く
来
組
織
努
働
者
が
、
加
え
て
金
融
貧
本
、
商
棄
費
本
の
巾
㎜
…
搾
取
に
あ
う
と
き
、
か

つ
て
忽
戦
後
の
プ
ー
ム
下
に
耐
立
し
た
彼
等
の
足
下
に
暗
い
か
げ
が
さ
し
か
け
て
來
る
の
は
、
嘗
燃
の
事
で
あ
ろ
う
o

　
中
小
企
業
に
從
事
す
る
螢
働
者
達
の
意
畿
が
低
く
且
組
微
カ
の
胸
い
事
も
確
か
で
あ
る
が
、
彼
等
が
、
そ
の
低
劣
な
弊
働
傑
件
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

よ
り
抜
け
醐
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
中
小
企
業
が
む
し
ろ
彼
等
と
一
距
と
な
つ
て
、
口
緒
し
、
現
今
の
不
洲
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、
そ

の
一
方
策
と
し
て
、
家
内
努
働
法
の
制
定
が
婁
望
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
淀
ろ
う
か
。
前
湖
的
な
憧
惰
を
持
ち
、
間
墜
等
に
勲
］
し
て

い
る
こ
れ
ら
小
企
業
の
横
糧
的
保
護
育
攻
を
日
る
、
と
い
う
た
め
に
で
は
准
く
、
む
し
ろ
か
か
る
非
近
代
性
の
克
服
の
た
め
に
家
内
勢
働

法
に
ょ
る
保
誕
と
、
蒙
内
勢
働
者
の
園
隷
、
組
載
化
が
、
如
何
に
役
立
つ
か
は
、
贋
く
英
・
佛
等
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
囲
の
膣
奥
が
閉
ら
か
な

ら
し
め
て
ト
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
組
織
勢
働
と
、
未
組
載
勢
働
1
1
蒙
内
勢
働
と
の
分
縫
が
、
逆
に
組
織
労
働
を
下
か
ら
醐
鰯
化
せ
し
め
、
、

勢
働
遣
動
の
健
全
な
蚤
展
、
民
主
化
を
阻
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
こ
れ
が
益
λ
中
小
企
糞
を
し
て
弼
尚
企

糞
に
蟄
昌
化
せ
し
め
る
逆
を
開
く
緒
巣
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
か
か
る
配
距
は
特
に
意
畿
を
持
つ
て
く
る
。
細
織
努
働
の
、
統
一
醐
嗣
協

釣
の
縄
蒲
と
最
低
賃
金
法
制
定
え
の
要
求
は
、
未
組
織
　
蒙
内
勢
働
の
組
繊
化
、
家
内
勢
働
法
制
定
の
要
求
を
も
含
め
て
共
同
醐
響
の
萎

と
な
つ
て
こ
そ
、
最
も
強
力
な
も
の
と
汰
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
竈
質
的
に
は
、
明
ら
か
に
努
働
基
準
法
の
窒
白
地
帯
と
な
つ
て
い
る
中
小
企
業
の
勢
働
間
魑
は
、
形
式
酌
な
盤
督
の
強
化
、
剤
則
の
働

行
淀
け
を
以
て
し
て
足
り
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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